














システムに残 されている4年 生在籍の30名の学生(以 下,
学習者.内 合格者23名)の 計81,614件のログ レコー ドの う
ち,スマー トフォンか らのアクセス54,358件のログレコー ド
か ら,各 設問(以 下,項 目)の 応答時間を算出 し,学 習初期
(利用開始3週 間程度,early)と受験直前期(受験10日前,
latter)での応答時間が従 う確率分布 を推定す る.
推定はGNU Scientific Library利用してC言 語によって














=6.68,latter期(実線)は α=3.97,β=5.01であ る.な お,











図2は18名 の学習者 について,ガ ンマ分布 の母数 α,βを
平面上 にプロッ トした ものである.latter期にはガンマ分布
の母数がある範 囲(2≦α≦4,5≦β≦7)に収敏す る傾向が読み
取れる.特 にαはその傾 向が強い.前 記植野 らの母数の解釈
を借 りると,学 習者 の思考過程や解答行動が受験に向けて最
適化 されたと解釈す ることができる.図 中A-Eで示 した学習
者(合 格者 はA-D)についてearly期からlatter期への変化
は,Aは思考時間の短縮,B,C,Dは思考過程の複合度の最適
化 と思考時間の長期化が起 こった と解釈できる.一 方Eは 受








1)植 野真臣,永 岡慶三:ガ ンマ分布によるeラ ーニング所
要時間データのオ ンライン解析,日 本教育工学会論文誌,
29(2),2005.
―24―
